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■港湾管理者が農水産物の輸出促進のための行動計画を策定し、国土交通省が認定した場合に以下の基盤整
備を支援
・ 輸出拠点となる港湾における小口貨物積替円滑化支援施設やリーファーコンテナ蔵置時の電源供給設備の整備
・ 水産業の集積する港湾における水産物の輸出競争力強化を図るために実施する屋根付き岸壁等の整備

農水産物輸出促進基盤整備事業

○新たな輸出成長分野として見込まれる農水産物の輸出増加に対応するため、農水産物の輸出に戦略的に取
組む港湾において、農水産物の輸出促進に資する港湾施設の整備を支援。

リーファーコンテナ電源供給設備積替施設（ＣＦＳ等）
水産業の集積する港湾

農水産物の輸出コンテナ増加に対応した施設整備を支援

水産物の輸出競争力強化を
図るための施設整備を支援

海外へ輸出

近隣港湾

近隣漁港

小
口
貨
物
を
集
約

（例）水産物輸出のイメージ
農水産物の輸出拠点となる港湾

屋根付き岸壁等
（イメージ写真）

制度概要

4,496

7,502

我が国の農林水産物・食品の輸出額の推移

政府目標：
2019年に１兆円

億円

海上コンテナ貨物
79%

海上バルク貨物
4%

航空貨物
17%

輸出される農林水産物・食品の８割は海上コンテナを利用

農林水産物・食品の輸出手段別割合（2015年）

7,451億円

出典：農林水産省資料、貿易統計、H25全国輸出入コンテナ貨物流動調査に基づき国土交通省港湾局作成
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